
特　　集
 
三
月
二
十
六
日
（

木
）

に
、

平
成
二
十
年
度
名
取
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
派
遣
団
員
た
ち
が
、

い
よ
い
よ
カ

ナ
ダ
に
旅
立
ち
ま
す
。

　
今
回
カ
ナ
ダ
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
、

市
内
に
住
む
中
学
二
年
生
二
十
二
人
（

男
子
五
人
、

女
子
十
七
人

)
と
特
別

団
員
（

引
率
）

四
人
の
総
勢
二
十
六
人
で
す
。

　
一
月
か
ら
八
回
に
わ
た
る
事
前
研
修
を
受
け
、

英
会
話
や
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
学
ん
だ
中
学
生
の
団
員
た
ち
は
三
月

二
十
八
日
（

土
）

か
ら
四
月
二
日
（

木
）

ま
で
、

五
泊
六
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま
す
。

　平成20年12月19日号の特集で
取材したオーストラリア、マウントウ
エイバリー・セカンダリーカレッジか
らの留学生ヴァンヤ・ギーリングス
君が約3ヶ月の留学を終えて、2月
12日(木)オーストラリアに帰国しま
した。
　「ホストファミリーの庄子さん、第
一中学校のみなさんそして名取市
民のみなさんにとても親切にして
いただき、たくさんの思い出ができ
ました。ありがとうございました。」と
名残惜しそうに名取市を旅立ちま
した。

名
取
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

と
は

　
「

名
取
市
中
学
生
海
外
派
遣

事
業
」

は
国
際
性
豊
か
な
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
事
業
で
、

平
成
三
年
度

か
ら
市
内
在
住
の
中
学
二
年
生

を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
る
事
業

で
す
。

　
毎
年
、

カ
ナ
ダ
と
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
の
中
学
校
を
交
互
に
訪

問
し
て
お
り
、

今
年
度
の
派
遣

先
は
カ
ナ
ダ
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
二
人
の
派
遣
団
員
た
ち

は
、

カ
ナ
ダ
に
あ
る
ジ
ャ
ー

ニ
ー

・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
を
訪

問
し
、

現
地
の
ご
家
庭
に
五
泊

六
日
の
間
、

家
族
の
一
員
と
し

て
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
ジ
ャ
ー

ニ
ー

・
ミ
ド
ル
ス

ク
ー

ル
と
は
平
成
十
一
年
度
か

ら
交
流
が
始
ま
り
、

今
回
の
訪

問
で
四
回
目
の
訪
問
に
な
り
ま

す
。

　
団
員
た
ち
は
派
遣
前
に
自
分

た
ち
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー

へ

手
紙
を
書
い
て
お
り
、

こ
の
事

住
み
や
す
さ
か
ら
移
住
を
す

る
こ
と
も
あ
る
美
し
い
場
所

で
す
。

　
そ
ん
な
魅
力
あ
る
ス
ー

ク

市
に
交
流
先
の
ジ
ャ
ー

二
ー

・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
が

あ
り
ま
す
。

　
派
遣
団
員
は
ジ
ャ
ー

ニ
ー

・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
の

生
徒
た
ち
と
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
。

広い敷地と校舎を持つ、カナダ、ジャー
ニー・ミドルスクール

　
ま
た
来
年
三
月
に
は
カ
ナ

ダ
ジ
ャ
ー

ニ
ー

・
ミ
ド
ル
ス

ク
ー

ル
の
生
徒
が
名
取
市
を

訪
問
す
る
予
定
に
な
っ

て
お

り
、

こ
れ
か
ら
の
交
流
に
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

派
遣
先
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
派
遣
団
員
が
訪
問
す
る
ブ

リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア

州
ス
ー

ク
市
は
カ
ナ
ダ
西
海

岸
、

バ
ン
ク
ー

バ
ー

島
に
あ

る
、

人
口
約
一
万
人
の
ま
ち

で
す
。

　
島
の
南
端
に
あ
る
州
都
で

あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
市
か
ら
は

車
で
約
三
十
五
分
で
派
遣
団

員
た
ち
が
訪
問
す
る
時
期
は

日
本
の
春
の
よ
う
な
温
暖
な

気
候
で
す
。

　
海
と
森
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
ス
ー

ク
市
は
林
業
、

漁
業
が
盛
ん
な
ま
ち
で
す
が

最
近
で
は
観
光
業
が
主
流
と

な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
一
度
訪
れ
た
人
の
中
に
は

ピエール・イヴ・ルボン先生
（Mr.Pierre-Yves Lebon）
カナダ、ケベック州出身。去年８月
より増田、閖上、第一中学校の担当
ALTとして活動しています。

カ
ナ
ダ
は
ど
ん
な
国
で
す
か
？

 
カ
ナ
ダ
は
寒
く
、

大
き
く
そ

し
て
美
し
い
国
で
す
。

　
世
界
で
二
番
目
に
面
積
が
大

き
く
、

ま
た
美
し
い
自
然
と
穏

や
か
な
人
々
の
国
と
し
て
全
世

界
中
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
す
か
？

 
世
界
中
の
人
が
カ
ナ
ダ
の
自

然
に
心
を
惹
き
つ
け
ら
れ
ま

す
。

　
エ
ス
キ
モ
ー

が
い
る
雪
原
地

帯
の
北
極
や
オ
ー

ロ
ラ
を
見
る

た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ

ま
す
。

カ
ナ
ダ
で
お
す
す
め
の
ア
ク

テ
ィ

ビ
テ
ィ

や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
は
ど
こ
で
す
か
？

 
も
し
私
が
カ
ナ
ダ
に
滞
在

す
る
な
ら
鉄
道
で
バ
ン
ク
ー

バ
ー

(

西
海
岸

)

か
ら
ハ
リ

フ
ァ
ッ

ク
ス

(

東
海
岸

)

に

行
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　
ハ
リ
フ
ァ
ッ

ク
ス
に
到
着

す
る
前
に
ケ
ベ
ッ

ク

(

ピ

エ
ー

ル
先
生
の
出
身
地
で
カ

ナ
ダ
東
部
の
州

)

の
カ
ナ

デ
ィ

ア
ン
・
ロ
ッ

キ
ー

で

ゆ
っ

く
り
過
ご
し
た
い
で
す

ね
。

　
ま
た
、

飛
行
機
に
乗
っ

て

カ
ナ
ダ
北
部
に
も
行
っ

て
み

た
い
で
す
。

カ
ナ
ダ
で
は
何

で
も
楽
し
め
、

い
ろ
ん
な
こ

と
が
発
見
出
来
ま
す
よ
。

カ
ナ
ダ
の
名
物
を
教
え
て
く

だ
さ
い

 
カ
ナ
ダ
の
国
樹
で
あ
る
楓

の
木
の
樹
液
か
ら
作
ら
れ
る

メ
ー

プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
は
甘
く

美
味
し
い
の
で
、

是
非
試
し

て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
カ
ナ
ダ
に
行
く
派
遣

団
員
に
ひ
と
言
ま
た
は
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

 
カ
ナ
ダ
滞
在
中
は
、

眼
を

開
き
、

カ
ナ
ダ
の
生
活
の
中

で
自
然
の
尊
大
さ
を
観
察
し

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

また名取に来てね！

　日米両国の市民交流事業として毎年催されている日米草
の根サミットが今年は宮城県で開催されることになりました。
　日米草の根サミットは両国の市民一人ひとりがホームステ
イやイベントなどを通して、国境・言葉・生活習慣などの違い
を超えて、同じ人間として互いに理解し合い、日本とアメリカ
の良好な友好関係を築くことを目的としております。
　名取市には7月30日(木)から8月1日(土)の3日間、約10名
のアメリカの市民の方が訪問を予定しており、現在国際交流
ボランティアグループ「ともだちin名取」を中心に交流プログ
ラムの調整を進めております。
　また訪問団のホストファミリーを募集します。詳細について
はこれから掲載を予定しております広報なとりをご覧くださ
い。この機会にアメリカの市民の方に日本の家庭生活を紹
介してみませんか。そしてみなさまの参加とご協力をお待ち
しております。

　今号もなとり国際交流ニュースレターをお読みいただきありがとうございました。このニュースレターでは海外
での交流体験だけでなく、市内で国際交流や多文化共生に関わっている方の活動や、名取にお住まいの外国人の方
を紹介するなど、私たちの身近な話題も取り上げていきたいと考えています。
　ぜひ皆様の身近な方たちの情報をお寄せください。名取市の国際交流に関するご要望もお待ちしております。
【情報はこちらへ】〒981‐1292（住所記入不要）名取市総務部総務課広報広聴係
電話384-2111内線317　FAX384-9030　Eメール：soumu@city.natori.miyagi.jp

業
を
担
当
し
て
い
る
ジ
ャ
ー

ニ
ー

・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー

ル
の
サ

ン
ド
ラ
先
生
の
話
で
は
ホ
ス
ト

フ
ァ

ミ
リ
ー

は
名
取
市
の
生
徒

が
カ
ナ
ダ
に
来
る
こ
と
を
大
変

心
待
ち
に
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

初めてのジャーニー・ミドルスクール訪問（平成12
年３月)



　
去
年
十
月
に
派
遣
団
員
が
決
定
し
て
か
ら
団
員
た
ち
は
オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
研
修
と
計
八
回
の
事
前
研
修
を
行
っ

て
き
ま

し
た
。

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
の
体
験
談

　
平
成
十
八
年
度
に
カ
ナ

ダ
に
派
遣
に
行
っ

た
先
輩
方

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
食
べ
物
の
こ
と
や
ホ
ー

ム

ス
テ
イ
先
で
の
生
活
な
ど
の

こ
れ
か
ら
の
派
遣
に
役
立
つ

情
報
を
聞
き
ま
し
た
。

　
団
員
た
ち
に
と
っ

て
と
て

も
心
強
い
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

オリエンテーション研修

　選ばれた団員たちが所属している学
校は市内五つの学校と私立中学校であ
るため、まずはオリエンテーション研
修で自己紹介やゲームなどでお互いの
ことを理解し、チームワークを深めま
した。

英会話研修
　ホームステイ
先など派遣先で
必要な英会話を
学んでいます。
気持ちがあれば
心は伝わるとは

言うものの言
葉でのコミュ
ニケーション
は大事。そし
て英語が話せ
ればもっと楽
しめるはず。

自己紹介ゲームでお互いの緊張がほぐれました

それぞれのチームポスター作成中 異文化についてゲームをしながら学びました

カナダではこんなことするといいよ！と先輩たちがアドバイス

団員たちは真剣に先輩たちの体験談を聞いていました この日はＡＬＴピエール先生を招きカナダの文化も学びました

スタンツ（出し物）練習
　カナダ、ジャーニー・ミドルスクールやホス
トファミリーたちにお披露目するスタンツ（出
し物）は団員全員で相談した結果、ソーラン節
に決定しました。リーダーを中心に汗を流しな
がら練習に励んでいます。

アルバム作成
　ホストファミリーなどに自分のことや名取
市のことを知ってもらうためにアルバムを作
りました。
　コメントを英語で書いたり、イラストを描
いたりとそれぞれの個性あふれるアルバムを
お互いに見せ合っています。

名取の良いところをたくさん伝えていきたいと
思います。自分たちの課題を全うしていきたい
です。

名取市民の代表として責任を持ってコミュニケーションをと
りカナダの文化をしっかり学んできたいと思います。また、
カナダで学んだことを日本に帰って来てからも生かせるよう
に頑張ります!!

名取市の代表として色々頑張ってきます。
チームみんなで協力して楽しんできます(>ω<)

カナダに行ったら自分たちのミッションを達成する
ために頑張ってきます。名取の素晴らしいところを
カナダの人たちに紹介できるよう頑張ります。


